
軍配山古墳（高崎市）

　　これが軍配山古墳/4世紀末築造/二段築成の円墳/葺石も埴輪もない/主体部は竪穴系/田圃の、ど真ん中に所在する/南側から見たところ



　　　近づいて見たところ/説明坂が立っている





　　　　　本来の名称は御幣山古墳で、天正10年(1582年）、本能寺の変の17日後の6月19日、上野国に侵攻してきた小田原の北条氏直と、それに対峙する
　　　　　ために織田家重臣の滝川一益とが戦った神流川合戦の際に、滝川一益がここに本陣を置き、軍配を振るったと伝えられていることから、この名が
　　　　　付いたらしい



　　　こちらは「古墳カルタ」と標柱



　　玉村町指定史跡とある



　　　　　　西側から見たところ



　　　　　墳丘の裾を見たところ



　　　　　　北側から見たところ



　　　　　北東側から見たところ/墳頂に石碑が見える



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　　東側から見たところ



　　　　　　さて、墳丘に登ってみよう/小祠が立ち並ぶ



　先程の石碑



　　　　　そこから南方向（神流川の合戦があった神流川の方向）を見たところ
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